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00
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7,500
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00

2,000
8,000

1,450

11
,5
00

9,200

10
,5
00

1,450

A1

A2
P1

３種３級

６１．０００

３０．０１９＋２９．９７４

２径間連続非合成鈑桁

７．５００

８．７００

１．５０％～６０％

８％

Ａ＝８０　クロソイド曲線

５０km／h

無（１００kg／m）

１００kg／m2

１．１

Kh＝０．２０

道路規格

橋　格

橋　長

支　間

型　式

有 効 幅 員

総　幅　員　

横 断 勾 配

縦 断 勾 配

平 面 規 格

設 計 速 度

占 用 添 加 物

雪　荷　重

床 版 の 割 増

設 計 震 度

1,050 3@2,200=6,600 1,050

1,
60
0

25
0

600 7,500 600

8,700

断 面 図 S=1:100

設 計 条 件

アスファルト舗装 撤去打替　t=70

コンクリート床版厚　t=190

保護塗装
断面修復（剥落防止）

高弾性炭素繊維シート
(目付量 300g/m2)

保護塗装
断面修復（剥落防止）

高弾性炭素繊維シート
(目付量 300g/m2)

西餅屋橋 補修一般図

支間　30,019350150

橋長　61,000

支間　29,974 355 152

防錆工(常温錆溶射)

保護塗装
断面修復

保護塗装
断面修復

防錆工(常温金属溶射)

保護塗装
断面修復

地覆撤去打替 地覆撤去打替

支間　30,019350150

橋長　61,000

支間　29,974 355 152

保護塗装

保護塗装

保護塗装 断面修復（剥落防止）

保護塗装

保護塗装

地覆撤去打替

地覆撤去打替

地覆撤去打替

60
0

7,
50
0

60
0

8,
10
0

保護塗装

保護塗装

支承面

支承面

桁端部・支承
防錆工(常温錆溶射)

張出部　

保護塗装 断面修復（剥落防止）
張出部　

アスファルト舗装 撤去打替　t=70
高弾性炭素繊維シート（橋軸方向）
(目付量 300g/m2)

床版上面　（張り出部）

高弾性炭素繊維シート（橋軸方向）

床版下面

(目付量 300g/m2)

床版上面　（張り出部）

高弾性炭素繊維シート（橋軸直角方向）
(目付量 300g/m2)

側 面 図 S=1:200

平 面 図 S=1:200

支承防錆工(常温金属溶射)

支承防錆工(常温金属溶射)

高欄撤去新設 高欄撤去新設

高欄撤去新設
床版張出部

支承防錆工(常温金属溶射)

排水金具取替工

排水金具取替工

測量会社

設計会社

調査会社

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

中央開発
金矢秀二

福田　明

長　野　県　道　路　公　社

（国）142号

諏訪郡下諏訪町（西餅屋橋）

図　示補修一般図30/42

工事平成　　年度

株式会社

西餅屋橋番
号

所
長

課
長 照査 設計

縮
尺

伸縮装置取替

伸縮装置取替

伸縮装置取替

伸縮装置取替

A1

A2

P1

１等橋（ＴＬ－２０）



A1 P1

A2

200×100
100×500

200×130
150×100

300×200100×150
300×200

140×240

150×330

400×200

200×400
160×160

250×150
300×200200×1000

150×200
260×120 200×500

230×230
100×200

150×600
300×320

50×70

130×200
350×200

200×150
200×150

550×190

S=free断面修復詳細図

施 工 対 象 範 囲補 修 区 分 図

西餅屋橋 床版補修図 その1

断面修復箇所

炭素繊維シート

2
50

600

B

A
5
10

水切り用面木

C

(シール材にて接着)

表面保護塗装

表面保護塗装

剥落防止シート
(外側面～床版張出り部)

断面修復をした後に施工

損傷部をはつり調査し、損傷箇所の

床版端部以外

床版全長

床版全長

対象範囲
備　　考

床版橋軸方向

桁間床版部C

B

A

床版下面保護塗装

地覆剥落防止シート接着

地覆保護塗装

地覆外側面～床版張出部

床版横断方向

地覆天端面、地覆車道側面

7
0

アスファルト舗装 t=70mm

スクロールドレーン
φ18（現排水孔に接続）

防水シート

地覆撤去打替

断面修復

(防錆剤入りポリマーセメントモルタル)

塗布形防錆材　(特殊亜硝酸塩水溶液)
鉄筋防錆材　(防錆材入りﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾍﾟｰｽﾄ)

断面修復材

断面修復をした後に施工

損傷部をはつり調査し、損傷箇所の

3
0

S=1：100断面修復箇所平面図

測量会社

設計会社

調査会社

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

中央開発
金矢秀二

福田　明

長　野　県　道　路　公　社

（国）142号

諏訪郡下諏訪町（西餅屋橋）

図　示床版補修図 その131／42

工事平成　　年度

株式会社

西餅屋橋

G4

G3

G2

G1

1.146

0.626

0.520

2箇所

上流側張出床版

計

面積( m )

下流側張出床版

断面修復面積

10.031

0.186

0.165

2箇所

上流側張出床版

計

面積( m )

下流側張出床版

1,500

C 床版下面保護塗装
の橋軸方向施工範囲

S1

S2

350
350

C　床版下面保護塗装の橋軸方向施工範囲

1,500

1500×2600

2300×1600

600×900

1200×1300

-G2 ～ G3 間 5.460G2 ～ G3 間

- 4.220G3 ～ G4 間 G3 ～ G4 間

（車道外側・張出床版下面）（車道側・天端）

剥落防止ｼｰﾄ詳細図S=free地覆保護塗装詳細図

平均幅　1261(852)

断面修復

下流側

上流側

　(　)内は上流側を示す。

番
号

所
長

課
長 照査 設計

縮
尺

床版下面保護塗装範囲

(防錆剤入りポリマーセメントペースト)(t=1mm)
3.鉄筋防錆材・下地調整材

(防錆剤入りポリマーセメントペースト)(t=1mm)

4.表面被覆材　(ポリマーセメントペースト)(t=2.5mm)

5.保護塗装材　(アクリルウレタン樹脂塗料)(400g/m )

(500g/m )

7.保護塗装材　(アクリルウレタン樹脂塗料)(400g/m )

5.ネット　(3軸ビニロンメッシュシート)

4.ネット貼付材　(ポリマーセメントペースト)(t=2.5mm)

2.塗布形防錆剤　(特殊亜硝酸塩水溶液)

1.はつり除去

(500g/m )

3.鉄筋防錆材・下地調整材

2.塗布形防錆剤　(特殊亜硝酸塩水溶液)

1.はつり除去
2

2

2

2

6.表面被覆材　(ポリマーセメントペースト)(t=1mm)

※）はつり除去にて、汚れや脆弱なコンクリートを十分に除去すること。



1,050 3@2,200=6,600 1,050

1
,6
00

2
50

1.50%

600 7,500 600

8,700

断 面 図 S=1:50

西餅屋橋 床版補修図 その2
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2
5
0

1
5
0

250
150
250

1
,6
00

2
5
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5
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5
0

60,700

1
5
0

2
5
0
2
5
0

2
5
0

1
5
0

1
5
0

2
5
0
2
5
0

2
5
0

1
5
0

1
5
0

2
5
0
2
5
0

1
5
0

2
5
0

2
5
01
5
0 2
5
0

1
5
0

2
5
0

2
5
01
5
0 2
5
0

1
5
0

2
5
0

150
250 250

150
250
150
250 250

150
250
150
250

中間床版　(下面)

高弾性炭素繊維シート(目付量 300g/m2)

2

2

5

引張強度

引張弾性率

設計厚

2

備　　考

（目付量　300g/m　)

位置

連続版

部　材　名

床　　　版

補修補強一覧表

工　法　等

接着工法

(炭素繊維)

1,900N/mm

炭素繊維シート材料諸元

6.40×10　N/mm

0.143 mm

炭素繊維シート施工仕様図

配力筋方向：高弾性タイプ　1層9列（B=250)

平 面 図 S=1:100

S=free

測量会社

設計会社

調査会社

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

中央開発
金矢秀二

福田　明

長　野　県　道　路　公　社

（国）142号

諏訪郡下諏訪町（西餅屋橋）

図　示床版補修図 その232／42

工事平成　　年度

株式会社

西餅屋橋

上流側

下流側

劣化部一般部

番
号

所
長

課
長 照査 設計

縮
尺

高弾性炭素繊維シート(目付量 300g/m2)

1層9列

2

2

2

※1～8は、作業順序を示す。

2

2

塗布形防錆材　(特殊亜硝酸塩水溶液)

6.炭素繊維シート(橋軸方向)

4.下地調整材(防錆材入りポリマーセメントペースト)(t=2mm)

2.断面修復(防錆材入りポリマーセメントモルタル)
3.塗布形防錆材　(特殊亜硝酸塩水溶液)(500g/m )

1.素地調整(サンダーによるケレン)

8.仕上げ材　アクリルウレタン樹脂塗料(400g/m )
7.含浸樹脂上塗(300g/m )

既設鉄筋はつり出し後ケレン

2

※1～7は、作業順序を示す。

1.素地調整(サンダーによるケレン)

5.炭素繊維(橋軸方向)
6.含浸樹脂上塗(300g/m )

2.塗布形防錆剤　(特殊亜硝酸塩水溶液)(500g/m )
3.下地調整材(防錆材入ポリマーセメント)(t=2mm)

7.仕上げ材　アクリルウレタン樹脂塗料(400g/m )

4.含浸樹脂下塗(500g/m )2

5.含浸樹脂下塗(500g/m )2



西餅屋橋 床版補修図 その3

8
,7
0
0

2
,2
0
0

2
,2
0
0

2
,2
0
0

60,700

張出床版　(上面)

炭素繊維シート施工接着仕様図
（上面補強部分）

7.硅砂接着樹脂(0.5kg/m2)

5.炭素繊維シート

3.不陸修正工(樹脂モルタル)(10.7kg/m2)

6.樹脂上塗り(0.3kg/m2)

4.樹脂下塗り(0.5kg/m2)

2.プライマ-塗布(0.2kg/m2)
1.下地処理

11.アスファルト舗装(t=70mm)

9.ポリマーセメントモルタル（t=10mm）
10.防水層

8.4号硅砂(2.5kg/m2)

張出し床版部 S=1:20

平　面　図 S=1:100

S=free

測量会社

設計会社

調査会社

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

中央開発
金矢秀二

福田　明

長　野　県　道　路　公　社

（国）142号

諏訪郡下諏訪町（西餅屋橋）

図　示床版補修図 その333／42

工事平成　　年度

株式会社

西餅屋橋番
号

所
長

課
長 照査 設計

縮
尺

炭素繊維シート2層

主鉄筋方向(橋軸直角方向)：高弾性タイプ　2層全幅

配力筋方向(橋軸方向)：高弾性タイプ　1層2列（B=250)

部　材　名

床　　　版

補修補強一覧表
(炭素繊維)

位置

張出版

工　法　等

接着工法

備　　考 1,900N/mm

炭素繊維シート材料諸元

6.40×10　N/mm

0.143 mm

(目付量　300g/m　)2

引張強度

引張弾性率

設計厚

2

2

5

600

5
1
0

アスファルト舗装 t=70mm

地覆撤去打替

防水層
炭素繊維シート3層+硅砂散布層 n層 
（橋軸直角方向 2層+橋軸方向 1層）

235

25
0

290

S=1：10排水溝金具詳細面
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19@300=5,700

50
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100

Ｄ136G
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100
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50

206,000

100
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100
19@300
=5,700

50

206,000

100

50

100
19@300
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50

206,000

100
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100
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50

206,000

100
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50

206,000
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=5,700

50

206,000

100

50

100
19@300
=5,700

50

206,000

100

50
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2@175
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500 5050
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Ｄ13

Ｄ13

車道地覆断面図

伸縮目地詳細図

20
2020

60
ｴﾗｽﾀｲﾄt=20mm

2
0

シール材

摘　　要

1020

（mm）

5900

1020

G3

G2

〃

〃

G1

記 号 径

D13

27

1

小　計　D13

〃

〃

223

本 数

0.995

159

403

1

Kg

225

鉄筋加工図 位 置 図

側　面　図
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2@175
=350 9@300=2,700
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19@300
=5,700
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206,000

100
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50

100
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50
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19@300
=5,700

50

206,000

100

50

100

19@300
=5,700

50

206,000

100
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100

19@300
=5,700

50

206,000

100

50

100 9@300=2,700

3,250

2@175
=350 50
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2
@
2
5
0

=
5
0
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5
0

5
0

5900

3150

526

2
4
5

190

2
7
0 3109～3190

3150G4 〃 3 〃 9

3150G5 〃 3 〃 9

差筋アンカー　Ｄ13×510G6 本448

（平均長）

Ｄ134G Ｄ133G Ｄ135G

Ｄ136G

Ｄ136G

Ｄ132G

Ｄ133G

Ｄ135G

Ｄ13

Ｄ13

伸縮目地伸縮目地伸縮目地伸縮目地伸縮目地伸縮目地伸縮目地伸縮目地伸縮目地伸縮目地

伸縮目地
伸縮目地

伸縮目地
伸縮目地

伸縮目地
伸縮目地

伸縮目地
伸縮目地

伸縮目地
伸縮目地

長 さ

（ｋｇ/ｍ）
単位重量

（ｋｇ）
重　　量

S=1:40

平　面　図 S=1/40

西餅屋橋  地覆配筋図

521

2
4
5

2
4
5

2
4
5

G3

G2

〃

〃

G1 D13

小　計　D13

〃

〃

0.995

403 Kg

G4 〃 〃

G5 〃 〃

差筋アンカー　Ｄ13×510G6 本448

（平均長）

右側

左側

合　計　D13 806 Kg

差筋アンカー　Ｄ13×510 本896

右側　＋　左側

5.87

1.01

1.01

3.13

3.13

重量

1本当たり

1020

5900

1020

27

1

223

159

1

225

3150 3 9

3150 3 9

5.87

1.01

1.01

3.13

3.13

上流粒側

下流側

100 100

2@175
=350

100

注）鉄筋は全て、樹脂被覆鉄筋とする。

測量会社

設計会社

調査会社

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

中央開発
金矢秀二

福田　明

長　野　県　道　路　公　社

（国）142号

諏訪郡下諏訪町（西餅屋橋）

図　示地覆配筋図34／42

工事平成　　年度

株式会社

西餅屋橋

(差筋アンカー)

番
号

所
長

課
長 照査 設計

縮
尺

Ｄ131G

Ｄ132G
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2
,2
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2
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G4

G3

G2

G1

G4

G3

G2

G1

西餅屋橋　桁端重防食補修図

A1側平面図 A2側平面図 

2
,2
0
0

2
,2
0
0

2
,2
0
0
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防錆工

常温金属溶射
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防錆工

常温金属溶射

常温金属溶射

常温金属溶射

支承防錆工

支承防錆工

測量会社

設計会社

調査会社

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

中央開発
金矢秀二

福田　明

長　野　県　道　路　公　社

（国）142号

諏訪郡下諏訪町（西餅屋橋）

図　示桁端重防食補修図35／42

工事平成　　年度

株式会社

西餅屋橋

( )内は橋脚部を示す。

常温金属溶射工程

素地調整

粗面化処理

常温金属溶射

封孔処理

上塗り塗装

・ブラスト工法(アルミナ)

2・粗面形成材ブラスノン＃21 (100g/m )

・Zn/Al擬合金（溶射膜厚100μm以上）溶射

・中塗：弱溶剤型フッ素樹脂塗料(30μm)
・上塗：弱溶剤型フッ素樹脂塗料(25μm)

番
号

所
長

課
長 照査 設計

縮
尺

常温金属溶射

常温金属溶射
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（国）142号

株式会社

諏訪郡下諏訪町（西餅屋橋）

長　野　県　道　路　公　社

中央開発
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エンドキャップ
φ76.3×2.3

350

φ139.8×2.3

STKM13A

4.高欄長、Rの大きさ等は線形により確認すること。

ボルト類は溶融亜鉛-アルミニウム合金メッキ
本体は溶融亜鉛-アルミニウム合金メッキ後塗装

3.変化点は突合せ溶接とする。
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2.支柱の製作勾配

1.表面処理
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防護柵詳細図
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西餅屋橋 伸縮装置詳細図（その1）

測量会社

設計会社

調査会社

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

中央開発
金矢秀二

福田　明

長　野　県　道　路　公　社

（国）142号

諏訪郡下諏訪町（西餅屋橋）

図　示37／42

工事平成　　年度

株式会社

西餅屋橋番
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長
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(弾　性　合　材)
特　殊　合　材

WT超弾性舗装パネル

伸  縮  部　材

コンクリート材

数　量　表

伸縮装置取付断面図

名　称

S=1:5

備　考数　量品　名　又　は　仕　様

7.50+7.62

0.12×15.12

0.07×0.05×2×15.12

注）伸縮装置施工延長寸法は現地実測の上決定すること。
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西餅屋橋 伸縮装置詳細図（その2）

測量会社

設計会社

調査会社

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

中央開発
金矢秀二

福田　明

長　野　県　道　路　公　社

（国）142号

諏訪郡下諏訪町（西餅屋橋）

図　示38／42

工事平成　　年度

株式会社
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所
長

課
長 照査 設計
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保護塗装範囲

断面修復範囲

測量会社

設計会社

調査会社

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

中央開発
金矢秀二

福田　明

長　野　県　道　路　公　社

（国）142号

諏訪郡下諏訪町（西餅屋橋）

図　示A1橋台補修図

工事平成　　年度

株式会社

西餅屋橋

保護塗装詳細図 S=free 断面修復詳細図 S=free

5.保護塗装材　(アクリルウレタン樹脂塗料)(400g/m ）

4.表面被覆材・塗布（ポリマーセメントペースト）(t=2mm)

鉄筋防錆材　(防錆材入りﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾍﾟｰｽﾄ)(t=2mm)

既設鉄筋はつり出し後ケレン
塗布形防錆材　(特殊亜硝酸塩水溶液)(500g/m )

(防錆剤入りポリマーセメントモルタル)
断面修復材

1.素地調整(ケレン)

2.塗布形防錆剤（特殊亜硝酸水溶液）(500g/m )

(防錆剤入りポリマーセメントペースト)(t=2mm)
3.鉄筋防錆材・下地調整材

2

2

2

番
号

所
長

課
長 照査 設計

縮
尺39／42

※）素地調整にて、汚れや脆弱なコンクリートを十分に除去すること。



1
,2
0
0

8
6
3 1
,2
0
0

7
3
7

1,8505,0001,850

1,2823@2,200=6,600818

8,700

1,000

2,000

1,000

7
3
7
1
,2
0
0

1,2822,2002,2002,200818

8,700

1
0
0

2
,0
0
0

1
0
0

1
,0
0
0
1
,0
0
0

1,000

2,000

1,000

1
,2
0
0

8
6
3

西餅屋橋 橋脚補修図 S=1:100
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側 面 図 (2-2) 側 面 図 (3-3)
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保護塗装範囲

断面修復範囲2000×400×100

測量会社

設計会社

調査会社

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

中央開発
金矢秀二

福田　明

長　野　県　道　路　公　社

（国）142号

諏訪郡下諏訪町（西餅屋橋）

図　示橋脚補修図

工事平成　　年度

株式会社

西餅屋橋

保護塗装詳細図 S=free

断面修復詳細図 S=free

5.保護塗装材　(アクリルウレタン樹脂塗料)(400g/m ）

4.表面被覆材・塗布（ポリマーセメントペースト）(t=2mm)

鉄筋防錆材　(防錆材入りﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾍﾟｰｽﾄ)(t=2mm)

既設鉄筋はつり出し後ケレン
塗布形防錆材　(特殊亜硝酸塩水溶液)(500g/m )

(防錆剤入りポリマーセメントモルタル)
断面修復材

1.素地調整(ケレン)

2.塗布形防錆剤（特殊亜硝酸水溶液）(500g/m )

(防錆剤入りポリマーセメントペースト)(t=2mm)
3.鉄筋防錆材・下地調整材

2

2
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番
号

所
長

課
長 照査 設計

縮
尺40／42

※）素地調整にて、汚れや脆弱なコンクリートを十分に除去すること。
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中央開発
金矢秀二

福田　明

長　野　県　道　路　公　社

（国）142号

諏訪郡下諏訪町（西餅屋橋）

図　示A2橋台補修図41／42

工事平成　　年度

株式会社

西餅屋橋

保護塗装詳細図 S=free 断面修復詳細図 S=free

5.保護塗装材　(アクリルウレタン樹脂塗料)(400g/m ）

4.表面被覆材・塗布（ポリマーセメントペースト）(t=2mm)

鉄筋防錆材　(防錆材入りﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾍﾟｰｽﾄ)(t=2mm)

既設鉄筋はつり出し後ケレン
塗布形防錆材　(特殊亜硝酸塩水溶液)(500g/m )

(防錆剤入りポリマーセメントモルタル)
断面修復材

1.素地調整(ケレン)

2.塗布形防錆剤（特殊亜硝酸水溶液）(500g/m )

(防錆剤入りポリマーセメントペースト)(t=2mm)
3.鉄筋防錆材・下地調整材

2

2

2

保護塗装範囲

断面修復範囲

番
号

所
長

課
長 照査 設計

縮
尺

※）素地調整にて、汚れや脆弱なコンクリートを十分に除去すること。
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主任技術者

中央開発
金矢秀二

福田　明

長　野　県　道　路　公　社

（国）142号

諏訪郡下諏訪町（西餅屋橋）

図　示仮設図42／42

工事平成　　年度

株式会社

西餅屋橋
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